
 第Ⅱ部 第１３章 アジア諸地域の動揺 

３ 東アジアの激動（２）清朝の動揺とヨーロッパの進出②                                                教教教教ｐｐｐｐ270270270270（（（（L23L23L23L23））））～～～～273273273273 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代 

中中中中    国国国国    

清 

（1851～64） 

〔原因〕生活困窮と清朝への不信感 

〔指導者〕【15       】 

※拝上帝会(ｷﾘｽﾄ教系宗教結社)を結成 

〔経過〕 

○スローガン『16        』を主張 

○南京を占領して天京と改称⇒江南を支配 

〔太平天国の政策〕 

○悪習の撤廃（アヘン・纏足） 

○【17         】制度…農民に土地を均等分配 

〔結果〕＝清側の２部隊の活躍 

○【18     】（漢人官僚が組織した義勇軍） 

例：【19   】軍（曾国藩）・【20   】軍（李鴻章） 

○【21     】軍（欧米人が組織した傭兵部隊） 

指揮：ウォード・【22       】 

⇒天京が陥落（1864），太平天国滅亡 

イギリスイギリスイギリスイギリス    

アヘン戦争後：賠償金支払いのため重税⇒農民の生活困窮 

【14        】の乱 

（1856～60） 

〔原因〕アロー号事件 

（英国籍の船を清側が逮捕） 

⇒英仏軍が共同出兵 

〔結果〕清の敗北 

⇒【2    】条約（1858） 

⇒清側の批准拒否により戦闘再開 

⇒【3    】条約（1860） 

○外国公使の北京駐在を認める 

○天津など【4  】港の開港 

○キリスト教布教の自由化 

○外国人の中国内旅行の自由化 

○【5        】南部を英に割譲 

 

【1     】戦争 

《ロシアの動き》 

○東シベリア総督【6         】が中国進出 

○【7       】条約（1858） 

…清から【8      】以北を獲得 

○【9    】条約（1860） 

…清から【10      】を獲得 

○沿海州に【11             】港を建設 

→極東における拠点とする 

○イリ事件（1871～81）…ｲｽﾗｰﾑ教徒の清への反乱 

⇒ロシア軍が出兵 

⇒【12    】条約（1881） 

…新疆方面で清露の国境画定（=露が領土拡大） 

※中央アジアでの南下政策 

…ティムール朝滅亡後に栄えた３ハン国を支配 

○【     】＝ハン国（→1868 年に保護国化） 

○【     】＝ハン国（→1873 年に保護国化） 

○【13        】＝ハン国（→1876 年に併合） 

 

《太平天国鎮圧後の清国内》 

（1861～75） 

…同治帝時代の一時的な清国内の安定 

※政治の実権は母の西太后が掌握 

【24      】運動が行われる 

○「25        」の立場 

…西洋の技術を導入するが，国の根本の 

中国の伝統的儒教は変えない 

○漢人官僚が推進 

中心人物： 

：【26        ・        】 

 

 

 

《この後…朝鮮をめぐる日本との対立》 

○日清修好条規（1871） 

○日本の台湾出兵（1874） 

○日本の琉球処分（1879） 

○日清戦争（1894） 
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